
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外環の将来交通量について 

 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

１． 将来交通量推計の目的及び推計手順等 

２． 将来交通量の推計結果 

・外環の交通量等 

・主要道路の交通の変化 

３． 外環の東名以南がない場合 

４． インターチェンジがある場合の利用交通量 
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将来交通量推計の主な手順 

 
 

(1)将来交通量推計の目的 

・今回提示する将来交通量は、東京外かく環状道路（関越道～東名高速）の効果や影響を把握し、必要性 

について議論するためのものである。 

今後の検討に応じ、計画条件に変更がある場合、あらためて推計することとしている。 

(2)将来交通量の推計手順 

・将来交通量の推計に用いる自動車交通の流動量は、全国の将来人口、国内総生産額（ＧＤＰ）等の 
社会経済状況に基づいて推計されている。 

・まず、全国将来の走行台キロ、自動車保有台数を推計し、関東、中部、近畿といった地域ブロック単位 
での自動車交通の流動を推計し、次に都道府県単位に、最終的には概ね市町村単位に細分化した。 

・地域間を行き来する自動車交通の流動量を表整理したものが将来ＯＤ表である。 
・将来ＯＤ表は平成４２年度について作成されている。 
・各路線の将来交通量は、この将来ＯＤ表と将来道路網を用いて推計した。 
・将来交通量推計の主な手順は下の図に示すとおり。 
 

*1 下図中の「ゾ－ン」とは発生集中量を設定するエリアの単位で、ゾ－ンの面積、人口、発生量等を 
考慮し設定される。平成１１年度道路交通センサスにおいては、関東地方整備局管内の市区町村数 
６８８に対して１１８３ゾ－ンが設定されている。 

*2「将来ネットワ－ク」とは、現在の一般都県道以上の道路網を基本に、高速道路については高規格 
幹線道路の計画等、都市計画道路については各自治体の長期計画等に基づき設定した道路ネット 
ワ－クである。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自動車が 1 回移動した場合の単位を「トリップ」と呼ぶ。       

 例えば、1 台の自動車が 1 日に 2 回移動した場合は 2 トリップとなる。

全国の将来人口は 2006 年にピークを迎え、その後減少していくと推計されているが、自動車の走行台キロの変化については、

国内総生産額(GDP)や免許保有者数の推移から 2020 年頃にピークを迎え、緩やかに減少していくと予測されている。 

①自動車走行台キロの推移 
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②発生集中交通量の変化 

※１都３県：東京都・神奈川県・千葉県・埼玉県

[全  国] 

[外環沿線７区市] 

[１都３県] 

出典：交通需要推計検討資料 平成 14 年 11 月 (国土交通省) 

１．将来交通量推計の目的及び推計手順等 

【例】外環沿線７区市に起点と終点を持つ自動車交通の流動量

[平成 11 年度]

[平成 42 年度]

、

全国将来人口、 将来ＧＤＰ

全国将来走行台キロ(①参照)

　　　　・保有台数

ブロック別の将来人口

 地域内総生産

ブロック別将来走行台キロ ブロック別自動車保有台数

将来のゾーン別

人口 保有台数、

将来の総生成交通量

　　　　ゾーン別

将来発生集中交通量

配分交通量

ゾーン間将来OD(②参照）

将来ネットワーク

分布交通量モデル

　 発生集中

交通量モデル

現況のＯＤ

配分交通量モデル

 ①全国及び地域ブロックを対象

     とした将来交通需要推計

② 将来ＯＤ推計

 ③将来配分交通量の推計

機関分担モデル等

全機関利用のべ人数

全機関輸送トン数

*1 

*2 
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 (3)推計の前提条件 

①外環道 

・ 外環道については、関越道から湾岸線間が整備されていると仮定した。 

・ 関越道から東名高速間は延長約１６ｋｍ、全線６車線で速度８０ｋｍ／ｈの規格と仮定した。 

②将来道路網 

・ 将来道路網は、現在の一般都県道以上の道路網を基本に、国の高規格幹線道路の計画等、東京都の第

三次事業化計画等から平成４２年までに整備がみこまれる路線を加え仮定した。 

・ なお、外環の地上部街路については、外環の必要性とは切り分けて議論することとしていることから、

今回の推計では考慮していない。 

③料金体系 

・ 外環道は全線 500 円均一（普通車）、首都高速道路は８00 円均一（東京線・普通車）と仮定した。 

・ その他の高速道路については現在の料金等を基に仮定した。 

④経路選択 

・ 自動車が発生元から行き先まで移動するとき、「所要時間」が最も短い経路が選択されると仮定した。 

・ 都市間を結ぶ東名高速、中央道、関越道等の路線については、一般道との所要時間及び、料金の差に

応じ、転換が生じるものとして推計している。 

・ その他の有料道路の場合は、その「料金」を「時間」に換算して「所要時間」に加えた上で最短とな

る経路が選択されると仮定した。 

 

【例】 

・下図の場合、A ルートの方が距離は長いが走行速度が速いため、所要時間が少ない。 

従って A ルートが選ばれる。 

A ルート：  20Km÷30Km/h×60 分＝40 分 

B ルート：  15Km÷20Km/h×60 分＝45 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

・距離 15Km・速度 60Km/h・料金 500 円の新しい道路（C ルート）ができた場合（下図）、 A ルート・

B ルート共に交通量が減少し、走行速度が速くなり所要時間は短くなる。 

しかし、料金を時間評価値（乗用車は 63 円/分・台）で時間に換算して加えても、C ルートの所要時間（換

算値）の方が少なくなるため、C ルートが選ばれる。 

A ルート：  20Km÷40Km/h×60 分＝30 分 

B ルート：  15Km÷30Km/h×60 分＝30 分 

C ルート： （15Km÷60Km/h×60 分）＋（500 円÷63 円/分）＝15 分＋8 分＝23 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】時間評価値 

・「時間評価値」とは、労働賃金、自動車の乗車人員、車両の使用料などから換算した 

「自動車 1 台（乗員も含む）の時間当りの時間価値」である。 
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２．将来交通量の推計結果
 

(1)外環の交通量等 

・外環の交通量（断面）は約 9.5～9.8 万台/日と推計される。この交通の内訳としては、地元（７区市）関

連交通は１割程度と少ない。通過交通の内訳としては、埼玉南部と神奈川間の交通が約 2 割強、北関

東と神奈川県間の交通が約 2 割を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外環道本線の交通の内訳

〔関越道～中央道間〕

〔中央道～東名高速間〕 

利用交通量 

9.8 万台/日 

利用交通量 

9.5 万台/日 
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万台/日 
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万台/日 

0.6
万台/日 
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万台/日
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万台/日 

1.4 
万台/日 

0.3
万台/日 

4.3 

万台/日 
0.5 

万台/日 

0.2
万台/日

関越道 

東名高速 

中央道 

0.1 万台/日 ※     はジャンクション方向別交通量

N

9.8 万台/日 

9.5 万台/日 
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(2)主要道路の交通の変化 

（高速道路の変化（現況との比較）） 

・高速道路は、首都高３号渋谷線、４号新宿線、５号池袋線の中央環状線から外環道間の交通量が約２～

３割減少すると見込まれる。 
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和光付近
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３号渋谷線

　池尻付近
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8.0万台/日

-20%

４号新宿線

 初台付近

-23%9.2万台/日

7.1万台/日

Ｎ

５号池袋線

板橋本町付近

-32%
10.4万台/日

7.1万台/日

…現況

…将来(外環ありゼロIC)

凡　例

３号渋谷線

　用賀付近

9.8万台/日

6.8万台/日

-31%

４号新宿線

高井戸付近

-33%
9.5万台/日

6.4万台/日
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（高速道路の変化（外環を整備しない場合との比較）） 

・外環道の有無による交通量は、外環道がない場合と比較すると首都高３号渋谷線、４号新宿線、５号池

袋線の中央環状線から外環道間の交通量が約２割減少すると見込まれる。 
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（一般道路の変化（現況との比較）） 

・外環道がある場合、環状八号線の交通量は１～2 割程度減少すると見込まれる。 

 

 

 

 

 

 

 
 

青梅街道

上荻３丁目付近

4.7万台/日

目白通り

谷原～練馬ＩＣ

5.6万台/日

6.7万台/日 -16%

笹目通り

南田中～谷原

6.3万台/日

3.4万台/日

-46%

世田谷通り

東和泉付近

2.2万台/日 1.7万台/日

-23%

47,00047,000

45,000

青梅街道

上荻３丁目付近

環

状

八

号

線

Ｎ

環状八号線

玉川通り～駒沢通り

6.1万台/日

5.5万台/日

-10%

環状八号線

新青梅街道～早稲田通り

6.4万台/日

5.0万台/日

-22%

甲州街道

つつじヶ丘付近

4.7万台/日
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千歳通り～水道道路

7.0万台/日

5.9万台/日

-16%

東八道路

牟礼付近

2.2万台/日

3.3万台/日+50%

-9%

4.3万台/日

4.5万台/日

*

*東八道路について、現況の推計は２車線の

  現況道路で、将来の推計では４車線で推計

  している。

-4%

…現況

…将来(外環ありゼロIC)

凡　例

環状八号線

玉川通り～駒沢通り
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（一般道路の変化（外環を整備しない場合との比較）） 

・外環道の有無による交通量は、外環道がない場合と比較すると環状八号線の交通量は１割程度減少する

と見込まれる。 
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環状八号線

千歳通り～水道道路

6.6万台/日

5.9万台/日

-11%

笹目通り

南田中～谷原

4.6万台/日

3.4万台/日

-26%

東八道路

牟礼付近

3.3万台/日 3.3万台/日

±0%

-4%

-5%

…将来(外環ありゼロIC)

凡　例

…将来(外環なし)

±0%
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・外環の東名以南がない場合、外環の交通量（断面）は約 6.７～8.3 万台/日と見込まれる。これは、外環が湾

岸道まで接続した場合に比べ、約 2～3 万台/日少ない。 

・東名以南がない場合の環状八号線の交通量は、東名高速以北では東名以南がある場合とほぼ同様の交通量と

なっており、東名高速東京ＩＣから第三京浜玉川ＩＣ間の交通量については、外環の東名以南がある場合よ

り多くなるものの、現況と同程度と見込まれる。 

 

 

1.9 
万台/日 

6.4
万台/日

1.0 
万台/日

0.2 
万台/日 

1.9
万台/日

1.1 
万台/日 

1.6
万台/日

5.1 
万台/日 

8.3
万台/日

6.7 
万台/日

N 

0.1 万台/日 ※     はジャンクション方向別交通量

３．外環の東名以南がない場合 

… 現　況

… 外環東名以南がない場合

… 外環道がある場合

凡　例

笹目通り
谷原～南田中

6.3

3.5 3.4

環状八号線
千歳通り～水道道路

7.0

6.1 5.9

環状八号線
玉川通り～駒沢通り

6.1 6.2

5.5

環状八号線
新青梅街道～早稲田通り

6.4

5.0 5.0
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凡例

　　…　ｵﾝﾗﾝﾌﾟ

      …　ｵﾌﾗﾝﾌﾟ

      …　ｲﾝﾀ-ﾁｪﾝｼﾞ

      …　ｼﾞｬﾝｸｼｮﾝ

      …　外環道

 

 

 

(１) ５箇所のインタ－チェンジがある場合 

・ 外環本線に加えてＩＣが設置されると、外環の開通による交通変化とインターチェンジ利用による交通

変化が生じる。 

・ 5 箇所のＩＣが設置された場合には合計 7.6 万台/日の利用が見込まれる。このうち約 6 割にあたる 4.3
万台/日が地元（7 区市）に関連する交通と見込まれる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．インタ－チェンジがある場合の利用交通量 

利用交通量 

約 1.8 万台/日 

関越方向： 

約 1.1 万台/日 

東名方向： 

約 0.7 万台/日 

利用交通量 

約 2.2 万台/日 

関越方向： 

約 1.1 万台/日 

東名方向： 

約 1.1 万台/日 

利用交通量  

 約 1.3 万台/日 

関越方向： 

約 0.4 万台/日 

東名方向： 

約 0.9 万台/日 

利用交通量 

約 1.7 万台/日  

関越方向： 

約 0.4 万台/日 

東名方向： 

約 1.3 万台/日 

利用交通量 

約 0.6 万台/日  

（東名方向） 

利用交通の内訳 

N 

その他

9%

その他東京

市部

15%

府中市

5%

狛江市

5%

世田谷区

17% 三鷹市

8%

調布市

41%

国道20号IC
利用交通量

約1.3万台/日

その他

26%

その他東京

市部

13%

調布市

1% 狛江市

28%

世田谷区

32%

世田谷通りIC
利用交通量

約1.7万台/日

その他

23%

その他東京

市部

18%

小平市

3%
小金井市

4%

府中市

14%

武蔵野市

12%

調布市

3%

三鷹市

23%

東八道路IC
利用交通量

約2.2万台/日

その他

7%
その他東京

市部

14%

西東京市

7%

東村山市

2%

三鷹市

3%

小金井市

2%

武蔵野市

7%

練馬区

15%

杉並区

43%

青梅街道IC
利用交通量

約1.8万台/日

その他

1%
朝霞市

3%新座市

9%

東久留米市

16%

清瀬市

16%

練馬区

55%

目白通りIC
利用交通量

約0.6万台/日

11.1
万台/日

11.4
万台/日 

11.9
万台/日 
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 東名方向： 

約 1.0 万台/日 

 関越方向： 

約 1.3 万台/日 

(２) １箇所のインタ－チェンジのみある場合 

・ ＩＣを「それぞれ単独に設置」した場合は、「５箇所の IC を設置した場合」と比べ、すべての IC で利用交通量は増加すると見込まれる。 

・ 目白通り IC では、近くに既存の IC があるため、「５箇所の IC を設置した場合」と比べ、利用交通量の増加は小さい。 

・ その他の青梅街道 IC、東八道路 IC、国道 20 号 IC、世田谷通り IC では、「５箇所の IC を設置した場合」と比べ、利用交通量の増加が大きい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

東名方

約 台 /

目白通りインタ－チェンジだけが 
ある場合 

青梅街道インタ－チェンジだけが 
ある場合 

東八道路インタ－チェンジだけが 
ある場合 

国道20号インタ－チェンジだけが 
ある場合 

世田谷通りインタ－チェンジだけが 
ある場合 

台 /

台 /

台 /

台 /
利用交通量： 
約 2.8 万台/日 

関越方向： 

約 1.6 万台/日 

東名方向： 

約 1.2 万台/日 

凡例 
  … ｵﾝﾗﾝﾌﾟ 
  … ｵﾌﾗﾝﾌﾟ 
  … ｲﾝﾀ-ﾁｪﾝｼﾞ
  … ｼﾞｬﾝｸｼｮﾝ
  … 外環道 

N N N N N 

利用交通量：
約 2.4 万台/日

関越方向： 

約 0.7 万台/日 

東名方向： 

約 1.7 万台/日 

利用交通量： 
約 2.6 万台/日 

関越方向： 

約 1.0 万台/日 

東名方向： 

約 1.6 万台/日 

利用交通量：
約 2.8 万台/日

関越方向： 

約 1.4 万台/日 

東名方向： 

約 1.4 万台/日 

利用交通量： 
約 0.7 万台/日 

(東名方向) 


